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１．概要（Summary） 

自動車に用いられるすべり軸受けには潤滑油が存在し

油膜を形成するため、軸との直接接触を防いでいる。しか

しエンジンの起動停止時などには低速度下になるため油

膜が十分に形成されない。そこで低摩擦性・耐焼き付き

性を有する Diamond Like Carbon(DLC)を成膜するこ

とで、直接接触下での摩擦摩耗が低減できると考えられる

[1] 。そのために摩擦試験を行い，試料表面を観察するこ

とで摩擦摩耗特性を解明する必要がある。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 高精度電子線描画装置一式 

【実験方法】 

DLC 膜が成膜されたローラを用いて摩擦試験を行い、

電界放出型走査電子顕微鏡により、その摩擦表面を観察

した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

ta-C及び a-C:HのDLC膜を成膜したローラに対しそ

れぞれ摩擦試験を行い、その摩耗形態を調べるために

電界放出型走査電子顕微鏡で観察を行った(Fig. 1 及

び Fig. 2)。その結果 ta-Cの摩耗痕についてはひっかき

傷のような痕が見られ、a-C:H の摩耗痕についてはそう

いった傷は見られなかった。またローラの摩耗量を計算

し、摩擦相手材の摩擦試験後の硬さを測ったところ、

ta-C は相手材の硬さが硬いほど摩耗量が大きく、a-C:H

についてはそういった相関関係は見られなかった。これ

らの結果から ta-C の摩耗はアブレッシブな摩耗が支配

的であり、a-C:H の摩耗は凝着摩耗が支配的であると考

えられる。 

 

  

 

 

 

 

 

Fig. 1 FESEM images of ta-C wear tack 
        (a)vs Cr (b)vs TiC (c)vs Ni (d)vs S55C 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 2 FESEM images of a-C:H wear tack 
       (e)vs Cr (f)vs TiC (g)vs Ni (h)vs S55C 
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６．関連特許（Patent） 

 なし。 
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